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医
の

募
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定
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に
つ

い
て

○
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研
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の
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研

修
医

の
募

集
定

員
が
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修

希
望

者
の
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3倍
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え
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模
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で
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研
修

医
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す
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い
た

。
○

こ
の

た
め

、
平

成
22

年
度

研
修

か
ら

各
都

道
府

県
の

募
集

定
員

上
限

を
設

定
し

、
研

修
医
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っ

て
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、
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定
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÷

研
修

希
望
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数

）
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・
研

修
医
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募

集
定

員
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数
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地
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別
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定
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研

修
希

望
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臨
床

研
修

制
度

等
に

関
す

る
意

見
の

と
り

ま
と

め
（

平
成

21
年

２
月

18
日

 臨
床

研
修

制
度

の
あ

り
方

等
に

関
す

る
検

討
会

）
（

２
）

募
集

定
員

や
受

入
病

院
の

あ
り

方
の

見
直

し
 

○
研

修
希

望
者

に
見

合
っ

た
募

集
定

員
の

総
枠

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

研
修

医
の

地
域

的
な

適
正

配
置

を
誘

導
す

る
た

め
、

人
口

分
布

を
始

め
医

師
養

成
規

模
・

地
理

的
条

件
等

を
考

慮
し

た
都

道
府

県
別

の
募

集
定

員
の

上
限

を
設

定
す

る
。

 

令
和

３
年

度
〜

・
募

集
定

員
倍

率
を

令
和

７
年

度
に

約
1.

05
倍

ま
で

縮
小

す
る

・
令

和
３

年
度

か
ら

臨
床

研
修

を
開

始
す

る
研

修
医

に
つ

い
て

、
各

都
道

府
県

が
、

厚
生

労
働

省
が

設
定

し
た

各
都

道
府

県
の

募
集

定
員

上
限

の
範

囲
内

で
、

当
該

都
道

府
県

内
の

病
院

の
募

集
定

員
を

設
定

1.
24
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1.

31
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令
和

８
年

度
の

全
国

の
募

集
定

員
上

限
に

つ
い

て
①

医
道

審
議

会
医

師
臨

床
研

修
部

会
報

告
書

「
医

師
臨

床
研

修
制

度
の

見
直

し
に

つ
い

て
」

（
抜

粋
）

（
平

成
30

年
３

月
）

（
１

）
募

集
定

員
の

設
定

 
○

 臨
床

研
修

病
院

の
募

集
定

員
に

つ
い

て
は

、
 

・
 人

口
当

た
り

医
師

数
が

多
く

研
修

医
採

用
率

も
高

い
大

都
市

圏
の

都
府

県
が

あ
る

一
方

、
医

師
数

が
少

な
く

研
修

医
採

用
率

も
少

な
い

県
が

あ
る

。
 

・
 募

集
定

員
倍

率
を

 2
02

0 
年

度
以

降
も

１
．

１
倍

に
維

持
し

た
場

合
、

大
都

市
圏

の
都

府
県

と
 そ

れ
以

外
の

道
県

の
採

用
実

績
の

割
合

は
ほ

ぼ
横

ば
い

の
見

込
み

で
あ

る
。

・
 一

方
、

定
員

倍
率

の
極

端
な

圧
縮

は
、

①
採

用
実

績
数

の
減

少
、

②
病

院
間

の
競

争
の

低
下

、
 ③

ア
ン

マ
ッ

チ
率

の
増

加
、

を
引

き
起

こ
す

懸
念

が
あ

る
。

 
と

い
う

状
況

が
見

ら
れ

る
。

 

○
 2

02
5 

年
度

に
募

集
定

員
倍

率
を

１
．

０
５

倍
に

し
た

場
合

の
推

計
に

お
い

て
も

、
前

年
度

採
用

者
数

の
保

障
を

行
う

こ
と

と
す

れ
ば

、
全

都
道

府
県

で
、

募
集

定
員

上
限

が
平

成
 2

9（
20

17
）

年
度

の
採

用
実

績
を

上
回

る
よ

う
設

定
さ

れ
る

。
 

○
 こ

れ
ら

を
踏

ま
え

て
、

地
域

医
療

の
確

保
の

観
点

か
ら

臨
床

研
修

医
の

都
市

部
へ

の
集

中
を

更
に

抑
制

し
て

い
く

た
め

に
、

前
年

度
採

用
者

数
の

保
障

を
行

っ
た

上
で

、
臨

床
研

修
病

院
の

募
集

定
員

倍
率

を
20

25
 年

度
に

１
．

０
５

倍
と

な
る

よ
う

更
に

圧
縮

さ
せ

る
こ

と
と

す
る

。
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修
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見

直
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に
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い
て

」
（

抜
粋
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（

令
和

６
年

３
月

）

（
②

全
国

の
総

募
集

定
員

に
つ

い
て

）
 

○
 既

述
の

と
お

り
、

全
国

の
総

募
集

定
員

は
、

推
計

し
た

研
修

希
望

者
数

に
係

数
を

乗
じ

て
設

定
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
こ

の
係

数
は

毎
年

度
縮

小
さ

せ
て

お
り

、
令

和
７

(2
02

5)
年

度
は

1.
05

 と
し

た
。

○
 こ

の
係

数
に

つ
い

て
は

、
募

集
定

員
総

数
と

実
際

に
採

用
さ

れ
る

研
修

医
の

数
に

乖
離

が
あ

る
(※

1)
こ

と
を

理
由

と
し

て
更

な
る

縮
小

を
求

め
る

意
見

が
あ

る
。

一
方

で
、

極
端

に
縮

小
し

た
場

合
に

は
、

臨
床

研
修

病
院

間
の

採
用

に
係

る
競

争
が

低
下

す
る

、
研

修
医

マ
ッ

チ
ン

グ
に

お
け

る
ア

ン
マ

ッ
チ

者
の

割
合

が
増

加
す

る
等

の
指

摘
が

あ
る

(※
2)

。
令

和
８

(2
02

6)
年

度
以

降
の

係
数

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

指
摘

等
を

踏
ま

え
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

※
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令
和
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02
3)
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度

に
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い
て
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、

厚
生

労
働

省
が

設
定

し
た

全
国

の
総

募
集

定
員

 1
1,

26
0 

人
の

範
囲

内
で

、
都

道
府

県
が

実
際

に
配

分
し

た
募

集
定

員
総

数
は

 1
1,

06
6 

人
で

あ
り

、
こ

れ
に

対
し

て
、

研
修

希
望

者
数

は
 1

0,
42

3 
人

、
実

際
に

採
用

さ
れ

た
研

修
医

の
数

は
 9

,3
88

人
で

あ
っ

た
。

 

※
2 

平
成

30
年

報
告

書
は

「
定

員
倍

率
の

極
端

な
圧

縮
は

、
①

採
用

実
績

数
の

減
少

、
②

病
院

間
の

競
争

の
低

下
、

③
ア

ン
マ

ッ
チ

率
の

増
加

、
を

引
き

起
こ

す
懸

念
が

あ
る

」
と

し
て

い
る

。
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移

〈
６
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移
（

大
都

市
部
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あ

る
６
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府

県
と
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の

他
の

道
県
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圧
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に
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、
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定
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上
限
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、
令

和
元

年
度

か
ら

約
１

割
減

少
。

こ
れ

に
伴

い
、

募
集

定
員

上
限

に
占

め
る

採
用

数
の

割
合

は
増

加
。

特
に

大
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市
部
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６
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と
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用
数

が
ほ
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募
集

定
員

上
限

お
よ

び
採

用
数

の
推

移
〈

大
都

市
部

の
あ

る
６

都
府

県
以

外
の

県
〉

採
用

率
が

全
国

平
均

以
上

の
県

は
、

大
都

市
部

の
あ

る
都

府
県

に
近

接
す

る
県

が
多

い
。

ま
た

、
全

国
平

均
以

上
と

全
国

平
均

以
下

の
県

で
は

採
用

数
の

増
加

傾
向

に
違

い
が

見
ら

れ
る

。
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の

う
ち
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度

の
採

用
率
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全

国
平
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の

推
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県
、

岡
山
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沖
縄

県
）

大
都

市
部

の
あ

る
６

都
府

県
以

外
の
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の

う
ち
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令

和
６

年
度

の
採

用
率

が
全

国
平

均
以

下
の

県
の

推
移

（
北

海
道

、
青

森
県

、
岩

手
県

、
宮

城
県

、
秋

田
県

、
山

形
県

、
福

島
県

、
茨

城
県

、
栃

木
県

、
群

馬
県

、
新

潟
県

、
富

山
県

、
石

川
県

、
福

井
県

、
山

梨
県

、
長

野
県

、
岐

阜
県

、
鳥

取
県

、
島

根
県

、
広

島
県

、
山

口
県

、
徳

島
県

、
香

川
県

、
愛

媛
県

、
高

知
県

、
佐

賀
県

、
長

崎
県

、
熊

本
県

、
大

分
県

、
宮

崎
県

、
鹿

児
島

県
）

2,
76

4 

2,
69

6 
2,

73
4 

2,
65

9 
2,

65
0 

2,
67

7 
2,

65
8 

2,
18

6 

2,
31

5 

2,
25

5 

2,
30

6 

2,
39

6 

2,
45

4 

2,
10

0

2,
20

0

2,
30

0

2,
40

0

2,
50

0

2,
60

0

2,
70

0

2,
80

0

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

募
集

定
員

上
限

採
用

数

5,
28

2 
5,

16
3 

5,
32

3 

4,
89

0 
4,

82
7 

4,
84

0 
4,

73
4 

3,
05

3 
3,

13
2 

3,
08

6 
3,

12
9 

3,
25

0 
3,

19
7 

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

5,
00

0

5,
50

0

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

募
集

定
員

上
限

採
用

数

(人
)

(人
)

6



令
和

８
年

度
の

研
修

希
望

者
数

の
推

計
結

果

7

令
和

８
年

度
の

研
修

希
望

者
数

（
推

計
）

（
10

,2
88

人
）

（
対

前
年

度
▲

25
2人

）
＝

①
令

和
７

年
度

実
施

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
参

加
す

る
者

の
人

数
 

（
10

,0
87

人
）

（
対

前
年

度
▲

24
5人

）
 ＋

②
令

和
７

年
度

時
点

の
自

治
医

科
大

学
及

び
防

衛
医

科
大

学
校

の
６

年
生

の
人

数
   

  
（

20
1人

）
（

対
前

年
度

▲
7人

）

①
令

和
７

年
度

実
施

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
参

加
す

る
者

の
人

数
   

 
（

10
,0

87
人

）
（

対
前

年
度

▲
24

5人
）

＝
   

 Ⓐ
令

和
７

年
度

時
点

の
６

年
生

の
う

ち
マ

ッ
チ

ン
グ

に
参

加
す

る
者

の
人

数
   

（
9,

07
3人

）
（

対
前

年
度

▲
24

1人
）

 ＋
Ⓑ

令
和

６
年

度
の

医
師

国
家

試
験

不
合

格
者

数
   

 
   

   
   

   
   

 
（

82
1人

）
（

対
前

年
度

▲
39

人
）

 ＋
Ⓒ

国
外

の
医

学
部

の
卒

業
者

・
卒

業
予

定
者

数
   

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 

（
19

3人
）

（
対

前
年

度
+

35
人

）

Ⓐ
令

和
５

年
度

時
点

の
４

年
生

の
人

数
か

ら
推

計
 

 Ⓑ
令

和
６

年
度

時
点

の
６

年
生

の
人

数
（

推
計

）
か

ら
推

計

Ⓒ
直

近
３

回
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

参
加

し
た

国
外

の
医

学
部

の
卒

業
者

・
卒

業
予

定
者

数
の

平
均

で
代

替

②
令

和
７

年
度

時
点

の
自

治
医

科
大

学
及

び
防

衛
医

科
大

学
校

の
６

年
生

の
人

数
（

20
1人

）
（

対
前

年
度

▲
7人

）
   

令
和

６
年

度
時

点
の

５
年

生
の

人
数

で
代

替

7



令
和

８
年

度
の

全
国

の
募

集
定

員
上

限
に

つ
い

て
②

○
本

係
数

に
関

す
る

意
見

と
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
概

ね
以

下
の

よ
う

な
点

が
あ

げ
ら

れ
て

い
る

。
【

係
数

圧
縮

に
賛

成
の

意
見

】
・

募
集

定
員

総
数

と
実

際
に

採
用

さ
れ

る
研

修
医

の
数

に
乖

離
が

あ
る

た
め

、
更

な
る

縮
小

を
求

め
る

。
・

全
体

の
募

集
定

員
数

を
さ

ら
に

圧
縮

す
る

な
ど

に
よ

り
、

都
市

部
の

募
集

定
員

数
を

減
ら

さ
な

け
れ

ば
地

方
ま

で
研

修
医

が
来

な
い

。
等

【
係

数
圧

縮
に

慎
重

な
意

見
】

・
極

端
に

縮
小

し
た

場
合

に
は

、
臨

床
研

修
病

院
間

の
採

用
に

係
る

競
争

が
低

下
す

る
、

研
修

医
マ

ッ
チ

ン
グ

に
お

け
る

ア
ン

マ
ッ

チ
者

の
割

合
が

増
加

す
る

、
と

い
っ

た
懸

念
が

あ
る

。
等

※
研

修
医

の
全

体
の

マ
ッ

チ
率

自
体

は
こ

こ
数

年
９

割
程

度
で

横
ば

い
で

あ
る

が
、

第
１

希
望

の
マ

ッ
チ

率
は

低
下

し
て

い
る

。

〇
大

都
市

部
の

あ
る

県
の

採
用

数
の

減
少

策
に

つ
い

て
、

激
変

緩
和

措
置

適
用

県
は

、
募

集
定

員
上

限
を

前
年

度
よ

り
減

少
さ

せ
る

措
置

を
令

和
７

年
度

募
集

定
員

か
ら

実
施

。
一

方
、

募
集

定
員

上
限

総
数

を
更

に
圧

縮
し

た
場

合
、

上
記

の
よ

う
な

慎
重

意
見

に
加

え
、

以
下

の
よ

う
な

点
も

留
意

が
必

要
。

・
 地

理
的

条
件

等
加

算
数

、
地

域
枠

加
算

数
も

減
少

→
医

師
が

少
な

い
地

域
に

配
分

す
る

定
員

や
地

域
枠

学
生

を
確

実
に

県
内

に
採

用
す

る
た

め
に

必
要

な
定

員
も

減
る

可
能

性
※

募
集

定
員

上
限

総
数

の
う

ち
、

地
理

的
条

件
等

に
よ

る
加

算
数

及
び

地
域

枠
に

よ
る

加
算

数
が

占
め

る
割

合
令

和
３

年
度

︓
23

％
→

令
和

７
年

度
︓

15
％

・
大

都
市

部
の

あ
る

県
だ

け
で

な
く

そ
れ

以
外

の
県

の
募

集
定

員
上

限
も

減
少

  ※
募

集
定

員
上

限
に

占
め

る
採

用
数

の
割

合
（

当
該

割
合

が
上

位
５

県
の

医
師

少
数

県
）

︓
令

和
３

年
度

︓
77

％
→

令
和

７
年

度
︓

89
％

※
令

和
８

年
度

は
、

上
記

に
加

え
、

全
国

の
募

集
定

員
上

限
総

数
の

算
出

に
用

い
る

研
修

希
望

者
数

（
推

計
）

が
前

年
度

に
比

べ
減

少
し

て
い

る
と

い
う

特
殊

事
情

も
考

慮
す

る
必

要
。

○
大

都
市

部
の

あ
る

６
都

府
県

以
外

の
道

県
の

採
用

数
は

、
こ

こ
数

年
全

体
と

し
て

増
加

傾
向

（
４

ペ
ー

ジ
）

で
あ

る
が

、
そ

の
中

で
の

採
用

率
や

採
用

数
の

増
加

の
程

度
は

異
な

る
（

６
ペ

ー
ジ

）
。

仮
に

募
集

定
員

上
限

総
数

を
圧

縮
し

た
場

合
で

も
、

特
に

募
集

定
員

上
限

数
に

占
め

る
採

用
数

の
割

合
（

採
用

率
）

の
低

い
医

師
少

数
県

の
採

用
数

増
加

に
つ

な
が

る
か

が
引

き
続

き
課

題
。

こ
の

た
め

、
採

用
率

が
全

国
平

均
以

下
の

医
師

少
数

県
等

を
連

携
先

区
域

と
す

る
「

広
域

連
携

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

令
和

８
年

度
か

ら
開

始
す

る
。

○
以

上
を

踏
ま

え
、

令
和

８
年

度
以

降
に

つ
い

て
は

、
募

集
定

員
上

限
総

数
に

係
る

係
数

は
1.

05
を

据
え

置
き

に
し

つ
つ

も
、

・
引

き
続

き
、

激
変

緩
和

措
置

適
用

県
の

募
集

定
員

上
限

を
前

年
度

よ
り

減
少

さ
せ

る
措

置
を

と
る

こ
と

に
よ

り
、

大
都

市
部

の
あ

る
県

の
採

用
数

減
少

を
着

実
に

進
め

る
。

・
広

域
連

携
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

進
め

、
採

用
率

が
全

国
平

均
以

下
の

医
師

少
数

県
を

中
心

に
地

域
に

お
け

る
研

修
の

機
会

の
充

実
を

図
る

こ
と

と
し

て
は

ど
う

か
。

○
但

し
、

広
域

連
携

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
今

年
度

か
ら

随
時

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
や

必
要

な
改

善
を

行
う

と
と

も
に

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

者
を

一
定

輩
出

し
た

タ
イ

ミ
ン

グ
で

必
要

な
検

証
を

行
う

べ
き

で
あ

る
。

検
証

を
踏

ま
え

広
域

連
携

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
医

師
偏

在
対

策
の

観
点

か
ら

十
分

な
効

果
を

上
げ

て
い

な
い

場
合

な
ど

に
は

、
本

係
数

の
更

な
る

圧
縮

を
視

野
に

入
れ

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
8

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

令
和

４
年

度
令

和
５

年
度

令
和

６
年

度

全
体

の
マ

ッ
チ

率
92

.1
％

91
.7

%
90

.6
%

90
.5

%
91

.8
％

第
１

希
望

マ
ッ

チ
率

71
.1

%
68

.2
%

66
.3

%
64

.3
%

62
.5

%

8



令
和

８
年

度
の

各
都

道
府

県
の

募
集

定
員

上
限

の
算

出
方

法
（

案
）

■
各

都
道

府
県

の
募

集
定

員
上

限

④
激

変
緩

和
措

置
(直

近
の

採
用

人
数

保
障

)

研
修

希
望

者
数

（
推

計
）

（
10

,2
88

人
）

✕
 1

.0
5

※
１

 

■
全

国
の

募
集

定
員

上
限

（
１

０
,８

０
３

人
）

Ⓐ
人

口

全
国

の
研

修
医

総
数

（
9,

15
6人

※
2）

×

全
国

の
研

修
医

総
数

（
9,

15
6人

）
×

都
道

府
県

の
人

口

全
国

の
総

人
口

Ⓑ
医

学
部

入
学

定
員

医
学

部
の

入
学

定
員

全
国

の
医

学
部

入
学

定
員

全
国

の
研

修
医

総
数

（
9,

15
6人

）
×

* 
Ⓑ

(入
学

定
員

)を
用

い
る

場
合

、
Ⓐ

(人
口

)の
1.

2倍
を

限
度

①
基

本
と

な
る

数

Ⓐ
と

Ⓑ
の

多
い

方
*

Ⓐ
と

Ⓑ
の

多
い

方
*の

全
都

道
府

県
合

計

③
地

理
的

条
件

等
に

よ
る

加
算

地
域

枠
入

学
者

数
×

1.
05

※
１

②
地

域
枠

に
よ

る
加

算

＋

＋

(1
)1

00
㎢

当
た

り
医

師
数

※
3

(2
)離

島
の

人
口

※
４

(3
)医

師
少

数
区

域
の

人
口

※
５

(4
)都

道
府

県
間

の
医

師
偏

在
状

況
※

６

※
３

 1
00

㎢
当

た
り

の
医

師
数

が
、

全
国

平
均

よ
り

も
少

な
い

都
道

府
県

は
①

×
0.

07
、

30
未

満
の

都
道

府
県

は
①

×
0.

1を
加

算
※

４
 ①

×
  離

島
人

口
×

３
/当

該
都

道
府

県
の

人
口

  
を

加
算

※
５

 ③
(2

)ま
で

を
配

分
し

た
後

の
未

配
分

の
数

×
「

当
該

都
道

府
県

の
医

師
少

数
区

域
の

人
口

/全
国

の
総

人
口

」
を

加
算

※
６

 ③
(3

)ま
で

を
配

分
し

た
後

の
未

配
分

の
数

を
、

都
道

府
県

間
の

医
師

偏
在

状
況

（
医

師
偏

在
指

数
）

に
応

じ
て

按
分

し
た

数
を

加
算

・
①

〜
③

の
合

計
（

「
仮

上
限

」
）

が
、

直
近

（
令

和
６

年
度

）
の

採
用

人
数

よ
り

も
少

な
い

都
道

府
県

は
、

令
和

６
年

度
の

採
用

人
数

と
「

令
和

７
年

度
の

募
集

定
員

上
限

×
0.

99
」

の
う

ち
少

な
い

方
の

人
数

を
当

該
都

道
府

県
の

募
集

定
員

上
限

と
す

る

・
上

記
に

よ
り

追
加

す
る

定
員

は
、

他
の

都
道

府
県

の
「

仮
上

限
」

か
ら

に
応

じ
て

定
員

を
削

減
し

て
捻

出
た

だ
し

、
「

令
和

７
年

度
の

募
集

定
員

上
限

を
全

て
病

院
に

配
分

し
た

都
道

府
県

」
は

、
「

仮
上

限
」

か
ら

の
定

員
削

減
の

対
象

外
と

す
る

各
都

道
府

県
の

（
「

仮
上

限
」

 －
 令

和
６

年
度

採
用

数
）

各
都

道
府

県
の

（
「

仮
上

限
」

 －
令

和
６

年
度

採
用

数
）

の
合

計

※
2 

研
修

医
総

数
（

推
計

）
は

、
研

修
希

望
者

数
（

推
計

）
に

、
過

去
３

年
間

の
研

修
希

望
者

数
に

対
す

る
採

用
人

数
の

割
合

を
乗

じ
た

数

9

※
1 

令
和

８
年

度
は

1.
05

で
据

え
置

き

＋ ＋
⑤

募
集

定
員

上
限

の
減

少
率

が
、

直
近

の
全

国
の

募
集

定
員

上
限

の
減

少
率

を
上

回
る

場
合

の
加

算
※

上
記

10
,8

03
人

に
別

途
加

算
す

る
も

の

・
 ①

〜
④

の
結

果
、

令
和

７
年

度
の

募
集

定
員

上
限

か
ら

の
減

少
率

が
3.

4％
（

直
近

の
全

国
の

募
集

定
員

上
限

の
減

少
率

）
を

上
回

る
都

道
府

県
（

令
和

７
年

度
の

募
集

定
員

上
限

を
全

て
病

院
に

配
分

し
て

い
る

都
道

府
県

に
限

る
）

に
対

し
て

、
令

和
７

年
度

の
募

集
定

員
上

限
か

ら
の

減
少

率
が

3.
4％

と
な

る
ま

で
加

算

（
注

）
令

和
７

年
度

か
ら

は
、

各
病

院
の

募
集

定
員

を
２

人
以

上
と

す
る

た
め

の
加

算
は

、
当

該
都

道
府

県
の

募
集

定
員

上
限

の
範

囲
内

で
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。

9



【
参

考
】

広
域

連
携

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

１
．

連
携

元
区

域
（

医
師

多
数

県
）

医
師

多
数

県
の

う
ち

募
集

定
員

上
限

に
占

め
る

採
用

率
が

全
国

平
均

以
上

の
都

道
府

県
（

但
し

、
地

理
的

事
情

な
ど

の
特

殊
事

情
を

有
す

る
沖

縄
県

は
除

く
。

）

２
．

連
携

先
区

域
（

医
師

少
数

県
等

）
➀

医
師

少
数

県
の

う
ち

募
集

定
員

上
限

に
占

め
る

採
用

率
が

全
国

平
均

以
下

の
都

道
府

県

➁
医

師
中

程
度

県
の

う
ち

募
集

定
員

上
限

に
占

め
る

採
用

率
が

全
国

平
均

以
下

の
都

道
府

県
の

医
師

少
数

区
域

➂
連

携
元

区
域

に
該

当
す

る
医

師
多

数
県

の
医

師
少

数
区

域
（

対
象

人
数

の
一

部
）

３
．

対
象

人
数

・
医

師
多

数
県

の
募

集
定

員
上

限
の

５
％

以
上

※
連

携
先

病
院

が
連

携
元

区
域

に
該

当
す

る
医

師
多

数
県

の
医

師
少

数
区

域
に

所
在

す
る

病
院

で
あ

る
場

合
に

は
、

募
集

定
員

上
限

の
５

％
の

う
ち

２
％

を
限

度
と

す
る

。

４
．

時
期

・
期

間
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

時
期

は
原

則
と

し
て

臨
床

研
修

の
２

年
目

と
す

る
。

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
期

間
は

24
週

又
は

そ
れ

以
上

と
す

る
。

５
．

費
用

負
担

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
・

実
施

に
係

る
費

用
に

関
す

る
国

に
よ

る
支

援
を

検
討

。
※

令
和

７
年

度
概

算
要

求
に

お
い

て
は

、
広

域
連

携
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

責
任

者
と

な
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
責

任
者

に
係

る
経

費
等

を
要

求
。

東
京

都
、

大
阪
府

、
京
都

府
、

岡
山
県

、
福

岡
県

青
森

県
、

岩
手
県

、
秋
田

県
、

山
形
県

、
福

島
県
、

茨
城
県

、
群
馬

県
、

新
潟
県

、
長
野

県
、

岐
阜
県

、
三
重

県
、

山
口

県
、

宮
崎

県

北
海

道
、

宮
城
県

、
福
井

県
、

島
根
県

、
大

分
県
、

鹿
児
島

県
の
医

師
少

数
区
域

東
京
都

、
京
都

府
、

岡
山

県
、
福
岡

県
の

医
師
少

数
区

域

※
連

携
元

区
域

に
該

当
す

る
医

師
多

数
県

の
医

師
少

数
区

域
に

つ
い

て
、

人
口

3
0
万

人
以

上
の

二
次

医
療

圏
は

連
携

先
区

域
か

ら
除

く
。

※
連

携
先

病
院

が
連

携
元

区
域

に
該

当
す

る
医

師
多

数
県

の
医

師
少

数
区

域
に

所
在

す
る

病
院

で
あ

る
場

合
に

は
、

募
集

定
員

上
限

の
５

％
の

う
ち

２
％

を
限

度
と

す
る

。

10

※
医

師
中

程
度

県
の

う
ち

募
集

定
員

上
限

に
占

め
る

採
用

率
が

全
国

平
均

以
下

の
都

道
府

県
の

中
で

富
山

県
、

山
梨

県
、

広
島

県
、

愛
媛

県
は

医
師

少
数

区
域

が
な

い
。

※
連

携
元

区
域

に
該

当
す

る
医

師
多

数
県

の
う

ち
、

大
阪

府
に

は
医

師
少

数
区

域
が

な
い

。

10



【
参

考
】

広
域

連
携

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

11

厚
生

労
働

省
医

師
多

数
県

連
携

元
病

院
医

師
少

数
県

等
連

携
先

病
院

連 携 先 病 院 の 選 定 ・

情 報 提 供

連 携 元 病 院 の 選 定 ・

情 報 提 供 プ ロ グ ラ ム 作 成

連
携

先
病

院
の

リ
ス

ト
・

情
報

の
提

供
を

依
頼

連
携

元
病

院
の

選
定

を
依

頼

連
携

先
病

院
リ

ス
ト

・
情

報
を

提
供

連
携

先
病

院
リ

ス
ト

・
情

報
を

作
成

連
携

元
病

院
リ

ス
ト

の
提

供

連
携

元
病

院
リ

ス
ト

の
提

出

連
携

元
病

院
を

選
定

連
携

元
病

院
⇒

都
府

県
プ

ロ
グ

ラ
ム

届
出

連
携

先
病

院
リ

ス
ト

・
情

報
の

提
出

全
て

の
対

象
県

か
ら

連
携

元
病

院
リ

ス
ト

が
提

出
さ

れ
た

令
和

７
年

４
月

末
ま

で
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
届

出

現
在

の
取

組
段

階
※

今
後

具
体

的
な

進
捗

状
況

を
把

握
予

定

全
て

の
対

象
県

か
ら

連
携

先
病

院
リ

ス
ト

が
提

出
さ

れ
た

※
全

体
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
対

象
人

数
の

約
３

倍
の

数
の

リ
ス

ト
が

提
出

さ
れ

た

リ
ス

ト
提

供
（

９
月

）

リ
ス

ト
提

供
（

９
月

）

医
師

多
数

県
・

連
携

元
病

院
へ

の
連

絡
医

師
少

数
県

等
・

連
携

先
病

院
へ

の
連

絡

県
・

病
院

間
の

調
整

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
成

11
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令和７年度以降配分方針の基本的な考え方（案）

（１）基本配分

・過去３年間の４月１日時点の受入実績の平均値（A)を算出
・激変緩和措置の加算を行わない本則による都道府県定員×0.9を基礎数

（B)とし、（B）を（A）の値により病院ごとに按分。

（２）各指標に基づく配分
下記の指標を用いて、①〜⑧の優先順位で追加配分し、基本調整数に足し
合わせて合計を算定する。

① 医育機関（13名）
② 臨床研修小児・産科プログラム（4名）
③ 地域枠（7名）
④ 医師少数区域等
⑤ 最小定員保証 ※今回、この加算をするとしても募集定員上限の内枠

で行うこととされた。
⑥ 専門研修プログラム（北部地域（1年間で1名）、シーリング対象外県

（1年平均で1名））1〜10名で1名、11名以上で2名加算
⑦ 採用率（直近5年連続受入実績／定員が100％で１名加算）
⑧ 定着率

従前の配分方法どおり、激変緩和措置(直近の採用人数保障) の加算を行
わない本則による都道府県定員の９割を配分する。

A 配分方法（現状）

・最小定員保証の取り扱いをどうするのか。
（令和７年度から廃止するのか、令和８年度から廃止するのか）

・定員の大幅減の影響を緩和する必要があるが、その一方で、北部地域をはじ
めとする医師少数区域等の医師確保を図っていくことができるかどうか。

・令和８年度以降、募集定員上限が毎年度１％減るかどうか不透明である中、
どのように配分していくべきか。

・１か年たりともアンマッチを出さないようにどうすべきか。

B 考慮すべき事項

令和７年度 府募集定員見込︓250名
※R5.12.1医道審議会医師分科会医師臨床研修部会資料による。

R5.12.19の要望の結果、変更となる可能性あり（通知未発出）

13



令和７年度以降配分方針の基本的な考え方（案）

（１）最小定員保証の廃止の可否
案①各病院の定員減の影響を緩和（激変緩和）するため、

今回限り維持
案②最小定員保証や医師少数区域等の定員保証の縮減

過去5年連続の採用率が100％でない病院は1名加算なし
案③最小定員保証のみ廃止

→②、③の場合はたすきがけによる派遣を検討

（２）各指標に基づく配分項目の削減
国からの最新データ提供がないため「定着率」は加算を廃止

C 令和７年度の対応案について

・アンマッチが生じた病院は、定員を削減
・募集定員上限の毎年度の１％減に備えた基礎数の削減
・配分指標の削減（専門研修プログラムにおけるシーリング対象外

県派遣加算）

D 令和８年度以降を見据えて

14



〇
①

又
は

②
の

医
師

の
う

ち
、

専
攻

医
期

間
に

医
師

少
数

区
域

又
は

医
師

少
数

ス
ポ

ッ
ト

で
専

門
研

修
を

行
う

予
定

の
者

。
①

都
道

府
県

と
卒

業
後

一
定

期
間

、
当

該
都

道
府

県
内

で
医

師
と

し
て

就
業

す
る

契
約

を
締

結
し

た
者

（
修

学
資

金
の

貸
与

の
有

無
を

問
わ

な
い

）
②

自
治

医
科

大
学

を
卒

業
し

た
医

師
〇

既
に

基
本

領
域

専
門

医
を

取
得

済
み

の
ダ

ブ
ル

ボ
ー

ド
取

得
希

望
者

。

シ
ー

リ
ン

グ
の

対
象

外
と

す
る

医
師

〇
2
0
1
8
年

～
2
0
2
0
年

の
採

用
数

の
い

ず
れ

か
が

1
0
未

満
で

あ
る

都
道

府
県

別
診

療
科

の
シ

ー
リ

ン
グ

数
を

、
 2

0
1
8
年

～
2
0
2
0
年

の
採

用
数

の
う

ち
最

も
大

き
い

数
と

す
る

。
〇

過
去

３
年

の
採

用
数

の
平

均
が

少
数

(５
以

下
)の

都
道

府
県

別
診

療
科

は
シ

ー
リ

ン
グ

の
対

象
外

と
す

る
。

採
用

数
が

少
数

の
県

に
対

す
る

例
外

〇
シ

ー
リ

ン
グ

数
合

計
(通

常
＋

連
携

)の
下

限
を

、
2
0
2
0
年

の
9
5
%
と

し
、

9
5
%
に

満
た

な
い

数
を

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
(都

道
府

県
限

定
分

)と
し

て
追

加
す

る
。

シ
ー

リ
ン

グ
数

の
下

限

令
和

７
年

度
シ

ー
リ

ン
グ

計
算

方
法

の
ま

と
め

②

〇
精

神
科

に
つ

い
て

、
指

定
医

連
携

枠
を

設
け

、
シ

ー
リ

ン
グ

数
の

合
計

が
2
0
2
0
年

の
シ

ー
リ

ン
グ

数
(通

常
＋

連
携

)と
同

数
に

な
る

よ
う

に
追

加
す

る
。

〇
指

定
医

連
携

枠
で

採
用

を
行

う
場

合
の

要
件

は
下

記
の

通
り

と
す

る
。

・
指

定
医

が
相

対
的

に
少

な
い

下
位

1
/
3
の

都
道

府
県

※
と

連
携

を
組

み
、

研
修

期
間

の
半

分
(1

年
６

ヵ
月

)を
当

該
都

道
府

県
で

研
修

を
行

う
こ

と
。

・
専

攻
医

が
研

修
を

行
う

連
携

先
に

常
勤

の
指

導
医

が
１

名
以

上
い

る
こ

と
。

〇
精

神
科

専
門

医
の

更
新

要
件

と
し

て
、

指
定

医
業

務
の

実
績

を
い

れ
、

指
定

医
業

務
を

行
っ

て
い

な
い

者
の

更
新

要
件

を
厳

し
く

す
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

。

※
日

本
精

神
神

経
学

会
が

算
出

し
た

業
務

換
算

指
定

医
数

に
基

づ
き

、
下

記
の

都
道

府
県

と
す

る
。

青
森

県
、

岩
手

県
、

秋
田

県
、

山
形

県
、

福
島

県
、

千
葉

県
、

福
井

県
、

長
野

県
、

静
岡

県
、

滋
賀

県
、

和
歌

山
県

、
鳥

取
県

、
島

根
県

、
広

島
県

、
徳

島
県

、
長

崎
県

精
神

保
健

指
定

医
連

携
枠

〇
原

則
足

下
充

足
率

（
※

１
）
が

0
.7

以
下

（
小

児
科

に
つ

い
て

は
0
.8

以
下

）
の

都
道

府
県

の
う

ち
、

医
師

少
数

区
域

（
小

児
科

に
つ

い
て

は
小

児
科

医
師

偏
在

指
標

に
基

づ
く

相
対

的
医

師
少

数
区

域
）
に

あ
る

施
設

、
も

し
く
は

、
令

和
５

・
６

年
度

開
始

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

専
攻

医
募

集
時

に
年

通
算

の
時

間
外

・
休

日
労

働
時

間
が

1
8
6
0
時

間
を

超
え

る
医

師
等

が
所

属
す

る
施

設
（※

２
）
で

あ
り

、
引

き
続

き
連

携
が

必
要

と
な

る
B

水
準

の
特

定
労

務
管

理
対

象
機

関
。

※
１

2
0
1
6
年

ま
た

は
20

1
8年

の
足

下
充

足
率

（2
0
16

足
下

医
師

数
/
2
02

4必
要

医
師

数
、

も
し

く
は

、
2
0
18

足
下

医
師

数
/2

02
4必

要
医

師
数

）
※

２
宿

日
直

許
可

の
取

得
、

タ
ス

ク
シ

フ
ト

／
シ

ェ
ア

の
推

進
な

ど
の

取
組

を
行

っ
て

も
な

お
、

地
域

医
療

を
維

持
す

る
た

め
に

年
通

算
の

時
間

外
・
休

日
労

働
時

間
が

1
8
6
0
時

間
を

超
え

る
も

し
く
は

超
え

る
お

そ
れ

が
あ

る
医

師
が

所
属

す
る

施
設

で
あ

っ
て

、
指

導
医

・指
導

体
制

が
確

保
さ

れ
、

か
つ

、
適

切
な

労
働

時
間

と
な

る
よ

う
に

、
研

修
・
労

働
環

境
が

十
分

に
整

備
さ

れ
て

い
る

施
設

。
な

お
、

そ
の

際
、

年
通

算
の

時
間

外
・休

日
労

働
時

間
が

1
8
6
0
時

間
を

超
え

る
又

は
超

え
る

お
そ

れ
が

あ
る

医
師

の
労

働
時

間
の

短
縮

に
資

す
る

分
野

の
専

攻
医

が
連

携
先

に
お

い
て

研
修

を
行

う
場

合
に

限
り

設
置

可
能

と
す

る
。

〇
枠

数
は

、
原

則
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
う

ち
都

道
府

県
限

定
分

と
同

数
と

し
、

連
携

先
に

お
け

る
研

修
期

間
は

全
診

療
科

共
通

で
１

年
以

上
と

す
る

。

特
別

地
域

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム

25

15

15


